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■
６
月
２
日
（
土
） 

岩
国
基
地
シ
ン
ポ
に
参
加 

 

大
平
喜
信
前
衆
院
議
員

の
司
会
で
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◇
比
嘉
瑞
己
・沖
縄
県
議 

名
護
市
長
選
結
果
に
よ

る
新
た
な
〝
諦
め
な
い
〟

闘
争
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。
米
軍
機
で
多
発
す
る
部

品
落
下
。
そ
れ
を
認
め
な
い

米
軍
。
県
議
会
決
議
で
は

「
沖
縄
は
植
民
地
で
な
い
」

と
明
記
。 

◇
藤
井
克
彦
・神
奈
川
県
議 

厚
木
基
地
で
拡
大
さ
れ

る
空
母
着
艦
訓
練
に
、
住
民

か
ら
は
身
の
毛
も
よ
だ
つ

よ
う
な
爆
音
被
害
。 

◇
松
田
一
志
岩
国
市
委
員
長 

東
洋
一
の
規
模
と
い
わ

れ
る
岩
国
基
地
に
艦
載
機

部
隊
移
駐
。
厚
木
基
地
同

様
、
空
母
着
艦
訓
練
が
進
ん

で
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
（
陸
上

で
の
空
母
着
艦
訓
練
。
タ
ッ

チ
＆
ゴ
ー
）
、
Ｎ
Ｕ
Ｐ
（
Ｆ

Ｃ
Ｌ
Ｐ
夜
間
訓
練
）
、
Ｃ
Ｑ

（
着
艦
取
得
訓
練
。
実
際
の

空
母
に
着
艦
で
き
る
実
レ

ベ
ル
で
の
資
格
取
得
）
が
日

夜
行
わ
れ
、
住
民
の
あ
い
さ

つ
言
葉
が
「
昨
日
は
う
る
さ

か
っ
た
ね
ー
」
「
よ
う
飛
ぶ

の
ー
」。 

防
衛
省
は
、
米
軍
に
は
安

全
な
運
行
を
要
請
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
米
軍
の

感
覚
は
「
戦
闘
訓
練
だ
か
ら

安
全
な
は
ず
が
な
い
」
と
の

認
識
。 

◇
仁
比
聡
平
・参
院
議
員 

自
分
で
「
熱
血
弁
護
士
の

仁
比
で
す
」
と
自
己
紹
介
。

重
い
報
告
が
続
い
て
い
た

の
で
、
会
場
に
笑
い
が
起
こ

る
。
「
さ
す
が
国
会
議
員
」

と
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
で
感
心
。 

「
基
地
の
騒
音
や
危
険
性

の
問
題
は
〝
諦
め
な
い
〟

心
が
大
切
。
沖
縄
に
通
じ
る

も
の
で
す
」
と
締
め
る
。 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
広
島
県
廿
日
市
市
な

ど
で
急
増
す
る
騒
音
被
害

の
告
発
、
自
衛
隊
基
地
（
呉
、

萩
、
日
本
原
、
美
保
）
の
各

地
元
の
運
動
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

出
雲
の
神
々
が
守
っ
て

い
る
わ
が
郷
土
も
「
例
外
で

は
あ
り
得
な
い
状
況
が
迫

っ
て
い
る
な
」
と
思
い
ま
し

た
。
（
続
く
） 

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
カ
月
の
間
、
基
地
周
辺

各
地
に
通
い
、
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
我
慢
の
限

界
を
超
え
て
い
た
爆
音
被

害
が
、
さ
ら
に
ケ
タ
違
い

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
す
。 

山
口
県
周
防
大
島
町
で

は
、
２
人
の
子
ど
も
を
育

て
る
若
い
お
母
さ
ん
が

「
こ
の
島
で
生
ま
れ
育
っ

た
け
ど
、
こ
れ
ま
で
体
験

を
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
爆
音
だ
っ
た
。
２
日
と

続
け
ば
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
酷
い
も

の
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。 

岩
国
市
由
宇
町
の
小
高

い
丘
に
、
数
年
前
越
し
て

き
た
ご
夫
婦
の
お
宅
に
伺

米
軍
岩
国
基
地
へ
の
艦

載
機
移
駐
計
画
が
３
月
末

日
に
完
了
し
、
１
２
０
機

の
米
軍
機
が
駐
留
す
る
極

東
最
大
級
の
出
撃
基
地
と

え
ば
、
到
着
す
る
や
い
な

や
２
機
編
隊
、
３
機
編
隊

と
次
々
に
目
の
前
を
米
軍

機
が
横
切
っ
て
い
き
ま
し

た
。「
今
日
は
こ
れ
で
も
う

２
０
機
近
く
目
撃
し
た
」

と
話
す
お
父
さ
ん
。 

お
聞
き
し
た
実
態
を
も

っ
て
毎
週
の
よ
う
に
防
衛

省
、
中
四
国
防
衛
局
に
抗

議
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
担
当
者
か
ら

は
「
米
軍
に
は
最
小
限
の

影
響
に
と
ど
め
る
よ
う
最

大
限
配
慮
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
」
と
、
こ
れ
ま
で

と
一
言
一
句
変
わ
ら
な

い
、
相
変
わ
ら
ず
の
答
弁
。

（
以
下
や
り
と
り
） 

私 

あ
な
た
た
ち
が
そ

う
言
っ
て
い
る
間
に
、
こ

れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
、
最
大
級
の
被
害
が

広
が
っ
て
い
る
。
北
広
島

町
で
は
こ
れ
ま
で
の
海
兵

隊
の
訓
練
に
加
え
て
、
艦

載
機
の
訓
練
も
目
撃
さ
れ

た
。
移
駐
完
了
後
の
訓
練

が
ど
れ
ほ
ど
激
化
し
て
い

る
か
わ
か
っ
て
言
っ
て
い

る
の
か
。 

防
衛
省 

騒
音
測
定
器

で
毎
月
記
録
を
取
っ
て
い

る
。 私 

こ
の
２
カ
月
ど
う

い
う
結
果
だ
っ
た
の
か
。 

防
衛
省 
ま
だ
出
て
い

な
い
。 

私 

結
局
把
握
し
て
い

な
い
で
は
な
い
か
。
実
態

を
把
握
し
て
い
な
い
の

に
、
ど
う
し
て
最
小
限
の

影
響
に
と
ど
め
る
よ
う
求

め
ら
れ
る
の
か
。 

み
な
さ
ん
と
心
一
つ

に
、
全
身
全
霊
を
か
け
て

い
よ
い
よ
た
た
か
う
と
き

だ
と
決
意
し
て
い
ま
す
。 

６月定例県議会が６月１２日に開会となりました。６月議会の焦点は「島根原発３号機における新規制基準への適合性確認審査

に係る事前了解願い」を了承させないたたかいにあります。日本共産党は「３号機稼働許さず原発ゼロの島根の実現」を求めます。 

原発推進勢力の島根３号機「必要性論」を斬る 

原発推進勢力（国、電力会社）は「安定供給」「経済性」「地球温暖化対策」の

ために、原発の稼働が必要と言います。しかし、福島原発事故処理費用（廃炉、

賠償、除染費用）は現時点で２１兆円を超え、最大で７０兆円超とも試算されて

います。原発ほど国民に巨大な経済負担を、累積的に、半永久的に強要するもの

はありません。また、原発は、事故や不祥事により電力供給が不安定・不確実な

ものです。事故が起これば、広範囲で長期間の放射能汚染をもたらす「異質の危

険」を持つ未完成な技術です。 
 
国内最大級の島根３号機は巨大なリスク（危険性）を抱えている 

 島根３号機の出力は、国内最大級の１３７万３千キロワット。中電は「従来に

比べ、信頼性、安全性がより向上した」と言うものの、３号機は巨大なリスクを

抱えています。技術者・専門家は「福島事故以前の原子炉で、経済性を求めた構

造」とし、国際水準比較では、コアキャッチャー（炉心溶融物保持装置）や格納

容器の二重防護壁も設置されておらず、安全性で大きく見劣

りすると警告しています。 

３号機はコスト優先で、原子炉建屋と格納容器を一体化

し、十分なる安全性の検証もありません。原子炉建屋の破壊

が格納容器の破壊に連動しかねない危険をはらんでいます。 
 
原発事故と自然災害が重なる「複合災害」への備えこそ急務 

 近年、火山噴火、大雨、豪雪、大地震など自然災害が相次

いでいます。実効ある複合災害対策の強化が求められます。 

災害に強い県土づくりも急務です。 

（右表は３０キロ圏内自治体の防災・災害対策の現状） 

島
根
革
新
懇
と
沖
縄
と
連
帯
す
る
島
根
の
会
の
共
催
で

６
月
２
日
～
３
日
・
１
泊
２
日
の
「
岩
国
・
呉
ツ
ア
ー
」

が
企
画
さ
れ
、
松
江
か
ら
１
０
人
、
出
雲
か
ら
７
人
の
計

１
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。（
文
責
・
Ｙ
Ｕ
） 

■県管理橋梁の耐震化の状況 

 
耐震対策が必

要な橋梁 

耐震対策済 

（Ｈ28 年度末） 
整備率 

左のうち緊急輸送道路上 

整備率 耐震対策が

必要な橋梁 

耐震対

策済 

松江市 ３３ １２ ３６．４％ １７ １２ ７０．５％ 

出雲市 ５１ ９ １７．６％ ２３ ７ ３０．４％ 

安来市 １１ ６ ５４．５％ １１ ６ ５４．５％ 

雲南市 ３５ １３ ３７．１％ ２０ １３ ６５．０％ 

（データは島根県土木部より。県議団作成） 

■落石等通行危険箇所の整備状況 

 総点検要対策箇所 

（Ｈ8・Ｈ9 年総点検） 

対策済み数 

（Ｈ28 年度末） 
整備率 

松江市 １７６ ７４ ４２．０％ 

出雲市 １５４ ４４ ２８．６％ 

安来市 ８０ ２５ ３１．３％ 

雲南市 １２７ ４８ ３７．８％ 

■土砂災害要対策箇所の整備状況 

 要対策箇所 

（Ｈ14 年度取りまとめ） 

整備済箇所 

（Ｈ28 年度末） 
整備率 

松江市 ７８０ １３４ １７．２％ 

出雲市 ６３１ １１３ １７．９％ 

安来市 ２３７ ３３ １３．９％ 

雲南市 ５２５ １０９ ２０．８％ 

 


